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特別講演会要旨

日 本 の 食 糧 事 情 と そ の 問 題 点

講師 東京大学教授

   食糧研究所長

   農博

 学会の恒例の講演会は10月30日 東京大学教授兼食糧

研究所所長である桜井芳人博士においでを願つて こ日

本の食糧事情 とその問題点。について約2時 間にわた

り催された。現在の食糧問題はどうであるか,改 善は

どうなされ るべ きか等を極めて平易に説明され今後の

食糧問題に対して私達の取るべき方向を示された。 こ

の ことは食物学に関係する私達にとつては大きな収穫

であつた。講演要旨は次の通 りである。

 日本の食糧事情は諸因つま り国民の所得高,農 産物

の生産状況,各 個人の食習慣等によつて左右 される。現

時の国民の所得高は徐 々に上昇 し,こ こ10年 間で2倍

の増加をみせ.1年 間に約5～6°oの 増加を示してい

る。 この国民の所得の増加は今までの澱粉質系の米,

いも類の食物か ら獣肉類,乳 製品,果 物等の消費弾力

係数の低い良好なる質の食物を摂取するよ うにな りそ

の食事形態を変化させている。また農業の進歩及普及

特に稲作技術の進歩によ り米の収穫高は大戦前より2

～2.5割 の増大を示し今後も増大の傾向あ りと推定さ

れる。一時粉食奨励が盛 んになされていたがそれは昭
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和23～28年 頃世界的に小麦が増産 され世界の市場で余

りそれに反して米は不作 とな り米食国で奪い合いとな

つた。それで米は割高となるので米を輸入す るよりも

小麦の輸入の方が安価 となる とい う理 由で 厚 生 省 は

大いに奨励した。しかし昭和28～29年 になる と米が余

つてきて30年 以降は米と小麦 とどつちを輸入しても経

済的にはあまり差がなかつたので国民の嗜好に合 う米

食を奨励するよ うになつた。 この意味からも粉食奨励

は意義がな くなつた。他の理由 としてビタ ミンBコ の

不足によつて起る脚気を防 ぐ意味で小麦がBi含 有量

のため粉食奨励を行つたが現在 は工業的に生産され る

強化米を食することに よりこの問題は解決 され るとこ

ろとなつた。 またパン食は副食摂取 とい う利 点 が あ

る。しかし小麦消費量は昭和25年 が最高でそれ以降は

だんだんと下降し,小 麦の一用途 である食パ ンの消費

量は減 り菓子パ ンの消費量が増 加している状 況 で あ

る。牛乳5倍 肉類2。5倍に反し小麦の摂取量は増 加し

ていないのが現況である。それ で今年発表された栄養

白書をみてみると日本人の栄養の摂取状態は
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 ① 蛋白質が少い

 ② 脂肪の理想摂取量は30～359で あるが 現 状 は

   209で ある。

 ③ 炭水化物 ことに澱粉が多すぎる。

 ④ ビタ ミン類,無 機質類が少ない。

である。 したがつて栄養改善の方 向が問題 となつて く

るのであるがその改善策 として,① のために農業的方

面から畜産物,大 豆の増産,消 費面からは安い大豆製

品で摂取する。②のために畜産物の摂取を増加すれば

自然脂肪は摂取せ られ る。 また脂肪源には畜産物の他

に植物油を多量摂 取するようにご種 々調理上研究の余地

がある。③のために澱粉類は総 カロリーの75～76°°を

占めているので70°o以 下に下げるよ うにする。④のた

めに ビタミン類は加工貯蔵調理に よつてその含有量は

大 きく違つて くるが食物をまづくしてまで もその栄養

を保つより,食 品強化を行 うことによりビタ ミン類を

補 うようにする。 また無機物特に 日本人に不足しがち

なCaも ビタ ミンと同様食品強化 として摂取する方法

を取る。

 以上述べたことは日本全体の平均傾向であるが食物
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摂取状況は地方や所 得＄'よつても相当異るもの で あ

る。大都会の中流家庭以上では栄養の取 りすぎによる

障碍が起 る程で改善の必要はないが,農 村,低 所得階

層,労 働者階層はまだまだ澱粉系の食物が主 流 で 肉

,,牛 乳,果 物の摂取量が少ないのでもつと栄養改善

を要するのである。そこで各食品の100カ ロリー当 り

の価格を示す と,穀 類一3円,砂 糖一一5～6円 食用

油一5～6円 畜産物一15～20円 野菜,果 物一20円 とな

り穀類が最 も安いのでど うしても多 く取 るとい うこと

になつてしま うのである。 とい うのは穀類や砂糖は国

内=増産 と輸入増加に より過剰状態にあ るか らである。

しかし個人の所得が増加すれば澱粉系の食物は減 り畜

産物が増加するのが世界的徴候であ るが 日本では白米

の旨さが原因してそれがあてはまらない。現在1人1

年間の米の摂取量は9斗 で総カロ リーの50%を 占めて

いる。

 故に今後の栄養改善の方向は畜産物の増産に務め,

所得の上昇による食物の質の上昇 と国民間への栄養知

識の普及を待たねばならない。

   (大 食三,川 崎晃子,西 田幸子,宮 崎明子記)


